
景
気
動
向
の
概
況

業
況
D
I
は

前
期
比
2.6
ポ
イ
ン
ト
マ
イ
ナ
ス

レ
ポ
ー
ト

調
査
要
領

合計 1572社 412社 26.2%
依頼先数 回答数 回答率

製造業 353社 113社 32.0%

建設業 285社 80社 28.1%

卸売業 283社 74社 26.1%

小売業 249社
依頼先数 回答数 回答率

50社 20.1%

不動産業 117社 28社 23.9%

サービス業 285社 67社 23.5%

全業種総合DI

業
況
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、

来
期
は
横
ば
い
の
見
通
し

景
況

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
改
善
、

収
益
D
I
は
大
幅
に
改
善

経
営
上
の
問
題
点

売
上
の
停
滞
・
減
少
と

原
材
料
高
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
や
や
改
善

価
格
D
I

原
材
料
価
格
D
I
は
ほ
ぼ
横
ば
い
、

販
売
価
格
D
I
は
横
ば
い

建
設
業

業
況
は
横
ば
い
、

来
期
は
や
や
改
善
の
見
通
し

製
造
業

業
況
は
悪
化
、

来
期
は
横
ば
い
の
見
通
し

資
金
繰
り
D
I
・
人
手
過
不
足
D
I

資金繰りDIは▲5.1（前期▲9.6）でやや改善、人手過不足DI
は▲31.7（前期▲38.5）で「不足」超となりました。来期は
資金繰りＤＩが悪化。人手過不足DIは「不足」超の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
価
格
D
I
）

価格は仕入価格DIが48.0（前期51.2）でやや低下、販売
価格DIも20.1（前期23.6）でやや低下しました。来期も
仕入価格DI、販売価格DI共にやや低下の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

業
況
Ｄ
Ｉ
の
推
移

全業種の業況DIは▲14.3（前期▲11.7）でほぼ横ばいでし
た。内訳は製造業が▲29.2（前期▲18.3）非製造業が▲8.7
（前期▲9.1）となっています。来期は横ばいの見通しです。

売
上
額
D
I
・
収
益
D
I（
前
期
比
）

売上額DIは▲1.9（前期▲8.9）でやや改善、収益DIも
▲4.4（前期▲13.8）でやや改善となりました。来期は
売上額DI、収益DI共に悪化の見通しです。

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

売
上
額
・
収
益
Ｄ
Ｉ（
前
期
比
）

売
上
額
D
I
は
や
や
悪
化
、

収
益
D
I
も
や
や
悪
化

経
営
上
の
問
題
点

人
手
不
足
に
加
え

材
料
価
格
の
上
昇
が
課
題

資
金
繰
り
Ｄ
Ｉ

資
金
繰
り
D
I
は
横
ば
い

価
格
D
I

材
料
価
格
D
I
は
横
ば
い
、

請
負
価
格
D
I
は
低
下

10
年
間
の
推
移（
業
況
D
I
）

調査時点／2025年5月14日～6月4日
調査依頼先／当庫取引先
調査方法／郵送調査
調査対象期間／［今期］2025年4月～6月
　　　　　　　［前期］2025年1月～3月
　　　　　　　［来期］2025年7月～9月
分析方法／「増加」(上昇)したとする企業の
占める構成比と、「減少」(下降)したとする企
業の構成比との差（DI）により分析を行った。
※DI：Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）
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46.0

2025年4月から６月にかけて、日本経済は緩やかな回復基調を維持しているものの、海外経済の
不透明感や物価上昇の影響が続いています。今期の全業種業況DIは▲14.3の前期比2.6ポイ
ントマイナスとなり、全体の業況判断としてはほぼ横ばいとなりました。業種別には、製造業が米国
の通商政策への警戒感の高まり等により、輸出比率の高い企業を中心に悪化したほか、卸売業、
不動産業も悪化しました。一方、建設業については比較的堅調で横ばい、小売業やサービス業は
やや改善し、持ち直しの動きが見られます。
今後も、海外経済の動向やコスト増への対応、人手不足やデジタル化など、中小企業を取り巻く
課題が引続き山積しています。各企業には、外部環境の変化を注視しつつ、柔軟な経営判断と
基盤強化が求められています。
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お客様の声
●大手企業は人材不足等の理由で
賃金を大幅に引き上げしているが、
中小企業ではとても対応出来ない。
（尼崎市 製造業）
●業界はまだコロナ禍以降、不況が
続いている。ユーザー［自動車・工作
機械］全般に元気がなく受注数が
増えない。（川西市 精密機械製造業）

お客様の声
●経済の安定、成長がより豊かな
社会生活の基盤になると思うが、
インバウンド需要頼みだけではダメ
だと思う。（尼崎市 建設業）
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売上の停滞・減少
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人手不足

売上の停滞・減少

利幅の縮小

人件費の増加

仕入先からの値上げ要請 18.0
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売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

人手不足

仕入先からの値上げ要請

人件費の増加 20.3

21.6

25.7

28.4

45.9

お客様の声

●助成金等についてはあれ
ば少しは助かるが、根本的に
元請けが適正運賃や対価を
出す必要があると思う。例えば
サーチャージの義務化など。
（長洲支店 運送業）

お客様の声
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売上額

収益

2022年 2023年
12月 12月 12月3月 6月 9月3月

2024年 2025年
3月9月 9月 9月6月 6月 6月

2022年 2023年
12月 12月 12月3月 6月 9月3月

2024年 2025年
3月9月 9月 9月6月 6月 6月

2022年 2023年
12月 12月 12月3月 6月 9月3月

2024年 2025年
3月9月 9月 9月6月 6月 6月

2022年 2023年
12月 12月 12月3月 6月 9月3月

2024年 2025年
3月9月 9月 9月6月 6月 6月

2022年 2023年
12月 12月 12月3月 6月 9月3月

2024年 2025年
3月9月 9月 9月6月 6月 6月

2022年 2023年
12月 12月 12月3月 6月 9月3月

2024年 2025年
3月9月 9月 9月6月 6月 6月

▲
見
通
し

●10年後の後継者探しと販売先に
不透明感がある。（川西市 卸売業）

●経済状況を無視した賃上げは
若い人の雇用の抑制となり、ロボット
化が進むと思う。（紙製品卸売業）

●企業の社会保険負担が大きすぎ
て経営を圧迫している。  
（芦屋市 ペット用品卸売業）

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

前期

今期

見通し

収益

料金価格

－14.9

－9.4

－12.1

－14.8

－12.0

－20.0

－6.0

28.036.0

46.0

24.0

－4.0
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